
会  議  録 

 
 

会議の名称 
 

 
平成１９年度第５回富士見市図書館協議会 

 
開 催 日 時 

 

 
平成２０年２月１６日（土）午前 10時 00分～12時 00分 

 
開 催 場 所 

 

 
中央図書館 レセプション室 

出 席 者 

 
中澤佳珠代委員、京谷恵子委員、岩田仁委員、佐藤安宏 
委員、塙千数委員、対馬明子委員、細田幸子委員、上松 
恵美子委員、吉田広子委員 
○事務局 出井中央図書館長、石川ふじみ野分館長 

欠 席 者 高橋千代子委員 

公開・非公開 公開（傍聴人 ０人） 

 
会 議 次 第 

 

 
○出井中央図書館長あいさつ 
○岩田委員長あいさつ 
○報告連絡事項等 
○協議事項 
１．富士見市図書館 サービス計画（案）について 
２．図書館協議会答申内容の取組み状況について 

 

会 議 資 料 

 
①図書館主催事業報告等資料 
②富士見市子ども読書活動推進計画（案）に対する意見募集の

結果について 
③富士見市図書館サービス計画（案） 
④１２月議会資料 

 
会議録確認 

 

 
岩田仁委員 



会  議  内  容（要点記録） 
○ 報告連絡事項 
（１）図書館主催事業について 

クリスマス会、冬の特別おはなし会、年の始めのおはなし会、人形作り講座、

新春映画会、大人のおはなし会 
・資料に基づき説明 

＊ 各委員の意見（※は事務局） 
○ 冬の特別おはなし会は、ふじみ野交流センター全体で良い雰囲気のなか参加でき

た。行事のなかで親の会話が気になったが、始めにお願いしておけばよかった。 
○ 中央図書館行事への小学生の参加が少ない。みずほ台小の催しものも少なかった。

※ 時間設定や PR方法について課題があると考えている。 
○ 平日午後は参加しづらい。出前（方式）でやるのも必要。効果があると思う。 
○ 子どもと本を楽しむ会では人形づくり講座を開催している。年１回読み聞かせの発

表を行い、講師の杵淵氏にお願いして登場する動物の人形づくりを楽しんでいる。

○ すぷんふるも１０年間活動し、子どもだけでなく大人にも語りたいと思っている。

 
（２）１２月定例市議会について 
  ・資料に基づき説明 
＊各委員の意見（※は事務局） 
※新たに予算書（案）に載った事業として、ブックスタート事業の概要を説明。 
○本を配布することとなった経緯及び２冊選定の理由について。本の選択の幅は。 
※いろいろな本を用意しておくには保存場所に限界がある。なおブックスタートセッ

トは、布製バックに絵本やアドバイス集、図書館案内等が入る。 
○国の子育て支援策と関連し、時代の流れと言えるのでは。保育がある催し物も多い。

※他団体には図書館以外の部署が所管のところもあり、連携協力して実施する事業。

本の配布を、親子のふれあいや本を大切にするきっかけに－という思いがある。 
○親にはどんな本が我が子に良いか知ってほしい。アンケートなども必要では。 
○最初に出会う１冊がとても大切。専門家が選ぶと思うが、次につなぐ体制も大事。

○ブックスタートは親の声から始まった。手元に本があることが大事で、その後利用

を広げていく必要があるのでは。渡した後交流や意見交換の機会等があれば良い。

※図書館行事にも検診時の案内を受けて見えた方が多い。 
※来年度はおはなしボランティア養成講座を開催する予定で、予算案にも計上した。

※２４時間テレビのチャリティで募集があった視覚障害者用機器を申し込み中。また、

「図書館の本を大切に」という趣旨の記事をさざなみだよりに掲載する予定。 
 
（３）富士見市子ども読書活動推進計画パブリックコメントについて 
   資料に基づき意見と回答の方向性を説明（内容的には未決定）。 
＊各委員の意見（※は事務局） 
※回答はインターネットで実施。 
○開館時間が長くなっている。インターネットでの調べ学習のほうがもっと的確では。

○調べ学習の時、同じテーマだと同じ本からの回答になる。先生も同じ内容で提出さ

れ困った経験があると聞いている。 
※このようなケースでは、漠然としたことを聞いてくるケースも少なくない。 



○図書館ボランティア活用の検討も。もし１冊しかないものを求められたら。 
※コピー等で対応。 
○インターネットで情報はでるが、更に別の角度から調べる方法を提示できれば。対

応のなかで、同じことを聞かれるケースもあるのでは。 
※簡易レファレンスも含めて記録を残し、職員が情報を共有するようにしている。 
○資料により違いがあるので、多くのものを提供してほしい。いろいろ出してもらっ

て良い方向にいくことがある。 
○司書には話しづらい雰囲気がある。気楽に声をかけられる案内がいたら。少し格好

を変えることも検討を。ちょっとしたことでも真剣に調べてくれて恐縮する。等々。

 
＜協議事項＞ 
１ 富士見市立図書館サービス計画（案）について 
資料に基づき説明。協議会から出た意見等を取り入れて案を策定した。他には主

として、子ども読書活動推進計画策定やおはなしボランティア養成講座実施に関す

る部分等を入れた。次回委員の皆さんからのご意見をいただく。 
 
２ その他 
（１）次回会議について 
   平成２０年 3月１5日（土）午前１０時、中央図書館レセプション室で開催。
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